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■ 教科科目一覧 

（

No.
（　教　　科　） （　科　　目　）

１年 ２年 合計

） 784 396 1,180

190 72 262

1 キ ャ リ ア 形 成 論 Ⅰ 46 46 勤労の意義、自己分析とＰＲ、ビジネスマナー、グループ研究

2 キ ャ リ ア 形 成 論 Ⅱ 36 36 企業の社会的役割、コンプライアンス、自立のためのライフプラン、グループ研究

3 社 会 科 学 地 域 経 済 論 36 36 地域経済のしくみ、地域の歴史・特性、地域の現状、地域の将来構想、地域と世界

4 外 国 語 英語コミュニケーション 72 72 日常の挨拶、ネイティブ発音ヒアリング及び発音練習、英語による一般的表現、日常での会話

5 体 育 Ⅰ 36 36 健康とスポーツ、各種スポーツ実践

6 体 育 Ⅱ 36 36 各種スポーツ実践、生涯スポーツの取り組み方

396 36 432

7 サ ー ビ ス 企業 概論 観 光 産 業 論 54 54
観光関連企業の分類、宿泊業の概要、旅行業の概要、旅行商品の特性、交通業の概要、その他の観光関連企業、行政等による
観光事業、政策、法令

8 経 営 学 概 論 経 営 学 概 論 36 36
経営学の基礎的概念、経営組織、経営戦略、人的資源管理、財務管理、情報管理、企業の社会的役割、観光産業の経営環境と
その変化への対応

9 接 客 心 理 学 ホ ス ピ タ リ テ ィ 論 36 36 ホスピタリティの基本、顧客の心理理解、サービスとホスピタリティ、心理学概論、社会的弱者の心理と対応

10 表 現 学 表 現 学 36 36 表現学概論、コミュニケーションの基本、コミュニケーション技法、効果的な話し方、各種コミュニケーション

11 流 通 管 理 学 販 売 管 理 論 36 36 流通の仕組みと役割、仕入と商品計画、計数管理、ストアオペレーション、販売管理の基本業務、経営分析、関係法令

12 公 衆 衛 生 学 環 境 健 康 論 18 18 公衆衛生学概論、環境衛生、放射能と環境

13 簿 記 及 び 会 計 学 簿 記 ・ 会 計 学 126 126 簿記会計の基本

14 情 報 処 理 論 Ｉ Ｃ Ｔ ・ Ｉ ｏ Ｔ 理 論 36 36
パソコンと周辺機器、ネットワーク、インターネット、アプリケーションソフト、コンピュータセキュリティ、ＡＩ・ＩｏＴ基礎理論、デジタル技
術の利活用

15 安 全 衛 生 工 学 労 働 安 全 論 18 18 労働安全衛生の概要、労働安全衛生の管理、災害とその対策、職業病とメンタルヘルス

16 関 係 法 規 観 光 関 連 法 規 36 36 法律概論、旅行業法およびこれに基づく法令、標準旅行業約款、運送・宿泊約款、その他の観光関連法規

198 288 486

17 ホ テ ル 経 営 学 宿 泊 マ ネ ジ メ ン ト 論 36 36
宿泊産業の概要と特色、宿泊産業の歴史、宿泊産業の動向、宿泊産業と経営、宿泊業における各種業務、宿泊産業におけるマ
ネジメントの現状と課題

18 サ ー ビ ス 実 務 論 36 36 サービス実務の基本、マナー・接遇、サービス実務の各種技能、観光産業におけるサービス業務、サービスの行動科学

19 旅 行 実 務 論 72 72 旅行実務の概要、交通機関の運賃・料金、国内旅行地理

20 観 光 概 論 36 36 観光の概要、観光資源、観光の形態、観光施設、観光商品、観光の雇用・経済効果、観光と自然環境・社会文化

21 地 域 学 54 54 福島県の歴史・地理・文化等、自然資源の利活用と環境保全、会津の歴史と文化

22 観 光 地 域 創 造 論 72 72
観光振興の各種技法（観光まちづくりの概要、景観と観光、着地型観光、人づくり、食文化、特産品開発、フィルムコミッション）、地
場産業と地域活性化、持続可能な観光地運営、地域の復興とこれからの観光に期待されるもの

23 調 理 理 論 フ ー ド デ ザ イ ン 18 18 調理の基本、料理の種類と特徴、コスト計算とレシピ作成、食材の見分け方と購入実務

24 マ ー ケ テ ィ ン グ 36 36
マーケティングの基本、市場分析、ターゲット、商品開発、価格設定、販売チャネル、セールスプロモーション、デジタルマーケティ
ング

25 営 業 企 画 論 36 36 課題解決型営業の技法

26 食 品 学 ・ 食 品 衛 生 学 食 文 化 論 18 18 食品学概論、食品の加工及び保存、食品衛生学概論、世界の食文化、和食の特性、会津地域等の県内の食文化

27 施 設 ・ 設 備 管 理 学 観 光 施 設 管 理 論 36 36 観光産業における施設・設備

28 イ ン バ ウ ン ド 概 論 イ ン バ ウ ン ド 概 論 36 36 訪日外国人旅行客誘致の歴史、インバウンド市場の現状と今後の取り組み、外国人旅行客の国ごとの特性

646 1,020 1,666

180 108 288

29 情 報 処 理 実 習 72 72 パソコン及び周辺機器の基本操作法、アプリケーションソフト（ワープロ、表計算、プレゼンテーション等）の操作方法

30 Ｗ Ｅ Ｂ デ ザ イ ン 実 習 72 72 WEBサイトの企画設計、デジタルコンテンツの作成、魅力あるデザイン、SNS等の利活用

31 接 客 サ ー ビス 実習 ホ ス ピ タ リ テ ィ 実 習 72 72
接遇サービスの基本、客の心理と接遇、接遇サービスのテクニック、接客の基本、茶道、言葉（敬語）の遣い方、サービスマナー、
職場のマナー

32 安全クレンリネス実習Ⅰ 36 36 観光産業における安全衛生に関する知識、安全作業、危険個所の点検、衛生作業、応急処置、救急処置

33 安全クレンリネス実習Ⅱ 36 36 観光産業における安全衛生に関する知識、安全作業、危険個所の点検、衛生作業、応急処置、救急処置

466 912 1,378

34 地 域 観 光 実 習 160 160
フィールドワークの基本、観光資源の調査・評価（会津若松、喜多方、猪苗代・裏磐梯、中通り地区、浜通り地区、奥会津地区
等）、新たな観光の潮流

35 旅 行 業 務 実 習 Ⅰ 72 72 観光関連法令と業務の実際、交通機関の運賃・料金計算演習、観光資源の案内業務

36 旅 行 業 務 実 習 Ⅱ 72 72 旅程管理の概要、旅程管理の基本業務、添乗準備、ツアー添乗の実際、事故とクレームへの対応、ユニバーサルサービス

37 料 飲 業 務 実 習 72 72 料飲サービスの基本、レストランサービス、魅力ある会場演出の技法

38 観 光 プ ロ デ ュ ー ス 実 習 216 216 新たな観光資源の発掘、観光商品の設計、観光商品化の実践、観光商品化に際しての課題、マイクロツーリズムへの対応

39 企画及び宣 伝実習 デ ジ タ ル プ ロモ ーシ ョン 実 習 108 108 広報の基本、デジタル技術を活用したプロモーション、プロモーション企画の実践

40 調 理 実 習 ・ 食 品 実 験 フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 72 72 調理の基本技術、料理の盛りつけと食器、会津等の郷土料理、店舗のオペレーション

41 観 光 英 会 話 72 72 サービス用語、観光案内、メニュー関係用語、実用英会話、諸外国の文化や習慣

42 韓 国 語 会 話 72 72 ネイティブ発音ヒアリング及び発音練習、一般的な表現、日常での会話、文化や習慣、各場面での会話

43 中 国 語 会 話 72 72 ネイティブ発音ヒアリング及び発音練習、一般的な表現、日常での会話、文化や習慣、各場面での会話

44 イ ン バ ウ ン ド 実 習 イ ン バ ウ ン ド 実 習 54 54 誘客ツールの作成、外国人旅行客に対応した旅行プランのプレゼンテーション

45 企 業 実 習 90 90 企業実習の意義と心構え、インターンシップ、企業研究

46 卒 業 研 究 246 246 実習計画書の作成、各種調査・研究、テーマ別研究

1,430 1,416 2,846

12 20 32

1,442 1,436 2,878

　　教科科目の区分
計画時間

教　科　の　細　目

■　学　　科

　１　一般教育科目

人 文 科 学

保 健 体 育

　２　系基礎学科

　３　専攻学科

サ ー ビ ス 理 論

観 光 論

販 売 企 画 論

■　実　　技

学　科　・　実　技　小　計

（ そ　　　　　　の　　　　　　他 ）

合　　　　　　　　計

　１　系基礎実技

情 報 処 理 実 習

安 全 衛 生 作 業 法

　２　専攻実技

サ ー ビ ス 実 習

外 国 語 会 話
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■ 各科目内容 
 

 

＜各項目／用語の説明＞ 

「区分」･･･････「一般教育科目」及び「系基礎／専攻」「学科／実技」の別 

「教科」･･･････ 法令で定められた基準（接客サービス技術系ホテルビジネス科）の教科名 

「科目」･･･････ 本校（観光プロデュース学科）が独自に定めた科目名 

「担当」･･･････ 当該科目を指導するスタッフの「職員／外部講師」の別 

「単位数」･････ 当該科目の単位数 

「時間数」･････ 当該科目の総訓練時間数。※１Ｈ（１時限）は、５０分とします。 

「目的」･･･････ 当該科目の訓練を行う目的 

「到達目標」･･･ 当該科目の訓練により到達するべき目標 

「時期」･･･････「１／２年」「前／後期」の別 

「時間」･･･････ 訓練内容ごとに割り当てられる訓練時間数 

「形式」･･･････ 訓練の方法。「座学／実習／ＦＷ」の別。 

※「ＦＷ」は「フィールドワーク」の略 

「内容」･･･････ 訓練内容の詳細 

「評価方法」･･･ 成績評価の方法 

「テキスト」･･･ 訓練で使用する教科書 

「参考文献」･･･ 訓練にあたって参考とするべき書籍等 

「その他」･････ その他、訓練にあたって留意すること 

 

＜時間割＞ 

本学科の時間割は、１００分（５０分×２時限）を１コマ（１講）として行われます。 

コマ 時限 時間 

１ １・２ ８：４５～１０：２５ 

２ ３・４ １０：３５～１２：１５ 

３ ５・６ １３：１５～１４：５５ 

４ ７・８ １５：０５～１６：４５ 
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(No.1,2） 

区 分 一般教育科目 教 科 人文科学 単 位 数 ４ 

科 目 キャリア形成論Ⅰ･Ⅱ 担 当 職員・外部講師 時 間 数 
１年４６Ｈ 

２年３６Ｈ 

目 的 

キャリア形成とは、人生をより充実させるために必要な能力や考え方

を身につけ追求し続けることである。本科目では、生き方の一つである

働くことに主眼を置き、社会人に必要とされる能力や考え方を習得しな

がら、自ら勝ち取るキャリアデザインができるようにする。 

到 達 目 標 

①産業界に求められる人材は何か把握し、努力や改善をすることができ

る。 

②自己の強みを理解し、それを活かした職業選択ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
４６ 

座学 

勤労の意義（職業講話） 

働くこととは 

自己分析とＰＲ（就職支援講座） 

自己の長所・短所の理解 

自己ＰＲの方法 

ビジネスマナー（就職支援講座） 

就職活動に求められるビジネスマナー 

社会人にふさわしい身だしなみ 

メイクアップについて 

グループ研究 

 キャリアデザインに関する各種研究 

面接（個人、集団） 

グループディスカッション対策（就職支援講座） 

２年 

通年 
３６ 

企業の社会的責任について 

地球環境への配慮 

消費者保護 

地域貢献の重要性 

コンプライアンス（法令遵守） 

企業統治と情報開示 

各種法令の遵守 

自立のためのライフプラン 

職業人としてふさわしい人生設計 

グループ研究 

 産業界で求められる人材像とキャリアデザイン（職業講話） 

その他、キャリアデザインに関する各種研究（就職支援講座） 

評価方法 訓練への受講状況、取り組み姿勢を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.3） 

区 分 一般教育科目 教 科 社会科学 単 位 数 ２ 

科 目 地域経済論 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

地域の歴史や現状、将来構想を把握し、地域産業・経済が発展してい

く仕組みを理解することにより、経済的な感覚を有する職業人を育成す

ることが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①経済の基本的な仕組みについて理解できる。 

②社会の様々な事象について、経済的なモノの見方ができる。 

③経済的な視点により、地域の特徴を理解し、分析できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年

後期 
３６ 座学 

地域経済のしくみ 

地域経済の構造理解 

  

地域の歴史・特性 

地域の歴史的発展過程の理解 

  

地域の現状 

経済を取り飽く地域の状況 

  

地域の将来構想 

地域経済の成長と戦略・ビジョン 

  

地域と世界 

地域と国際経済活動の関わり 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート及び受講状況を総合的に勘案して評価

する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.4） 

区 分 一般教育科目 教 科 外国語 単 位 数 ４ 

科 目 英語コミュニケーション 担 当 外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

グローバル化が進む今日の社会において英語は必要不可欠であり、各

種業務遂行に求められる基本的なコミュニケーション能力を身に付ける

ことが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①英語による基礎的なコミュニケーションができる。 

②外国人観光客に対して臆せずにできる限りのコミュニケーションがで

きる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
７２ 

座学 

実習 

日常の挨拶 

 

ネイティブ発音ヒアリング及び発音練習 

 

英語による一般的表現 

 

日常での会話 

 

各場面を想定した会話、ロールプレイング 

 

外国人観光客に対するガイド研修 

評価方法 
定期試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 『Chat Diary 英語で 3行日記』アルク 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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 (No.5,6） 

区 分 一般教育科目 教 科 保健体育 単 位 数 ４ 

科 目 体育Ⅰ・Ⅱ 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

企業で働くに際して、健康増進・維持に努めることは基本である。ス

ポーツをとおして体力の向上と健康増進を図り、生涯スポーツの基礎を

習得する。 

到 達 目 標 
①体力の向上と健康増進を図る。 

②生涯スポーツの基礎を習得する。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 

２８ 実習 

健康とスポーツ 

 概要理解と実践 

各種スポーツ実践Ⅰ 

スポーツ実技（各種球技ほか） 

８ 実習 スポーツ大会 

２年 

通年 

２８ 実習 

生涯スポーツの取り組み方 

 概要理解と実践 

各種スポーツ実践Ⅱ 

スポーツ実技（各種球技ほか） 

８ 実習 スポーツ大会 

評価方法 訓練への受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 特になし。 

参考文献 特になし。 

その他  
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(No.7） 

区 分 系基礎学科 教 科 サービス企業概論 単 位 数 ３ 

科 目 観光産業論 担 当 職 員 時 間 数 ５４Ｈ 

目 的 

 幅広い観光産業の各分野と、公的部門が担う観光事業について、その

概要と役割を理解し、適確に業務を遂行していくための基本知識を習得

することを目的とする。 

到 達 目 標 

①観光産業の各分野について概要を説明できる。 

②公的部門の観光事業の概要を説明できる。 

③最近の観光事業の動向を説明できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

前期 
５４ 座学 

観光関連企業の分類 

観光産業とは 

観光産業に関わる各種企業の概要理解 
  
宿泊業の概要 

概要の理解 

ホテル業、旅館業、その他の宿泊業態 
  
旅行業の概要 

基礎知識 
  
旅行商品の特性 

旅行商品の仕組み、各種旅行商品 
  
交通業の概要 

概要の理解 

ＪＲ、各種鉄道業、航空業、バス・タクシー事業、その他交通業 
  
その他の観光関連企業 

土産・物産業、エンターテイメント業、 

広告・出版業、その他地場産業等 
  
行政等による観光事業、政策、法令 

地域観光に係る各種政策の理解 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート、プレゼンテーション及び受講状況を

総合的に勘案して評価する。 

テキスト 『観光学基礎』ＪＴＢ総合研究所 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
 



 

- 8 - 

(No.8） 

区 分 系基礎学科 教 科 経営学概論 単 位 数 ２ 

科 目 経営学概論 担 当 外部講師 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

経営学のテーマを一言で表すとすれば、ヒト・モノ・カネ・情報とい

った資源をいかに駆使して、お客様が満足する商品・サービスを提供し、

事業者の目的や利益を最大限達成できるか、である。本科目は、経営学

の全貌を概観するとともに、観光における経営の重要性について理解を

深めることを目的とする。 

到 達 目 標 
①経営学の基本的な考え方を説明できる。 

②経営的な観点から観光業を分析することができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

後期 
３６ 座学 

経営学の基礎的概念 

経営組織 

経営戦略 

人的資源管理 

財務管理 

情報管理 

企業の社会的責任 

観光産業の経営環境とその変化への対応 

 

講義、事例研究、レポート作成を組み合わせて上記テーマに触れる。 

評価方法 訓練中のレポート課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 坂田岳史『イラスト図解 会社のしくみ』日本実業出版社 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  

 



 

- 9 - 

(No.9） 

区 分 系基礎学科 教 科 接客心理学 単 位 数 ２ 

科 目 ホスピタリティ論 担 当 外部講師 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

人との関わりの過程において生じる様々な心理について概論から学

び、個人や集団の特性を理解した上で、どのような対応ができるのか考

える。観光に携わる者として、人の心理・特性について考慮することが

でき、自ら考え、行動することができる人材育成が本科目の目的である。 

到 達 目 標 
①性格の違いや特性を理解し、様々な対応について考えることができる。 

②観光者の心理を理解し、適切な接遇を考えることができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

後期 
３６ 座学 

ホスピタリティの基本 

概要の理解 

  

顧客の心理理解 

消費者の行動特性 

  

サービスとホスピタリティ 

概要の理解 

  

心理学概論 

個人心理、団体心理 

パーソナリティ理解 

  

社会的弱者の心理と対応 

弱者への配慮、気遣い 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 大関ちか子『ホスピタリティの基本』(公財)日本生産性本部 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  

  



 

- 10 - 

(No.10） 

区 分 系基礎学科 教 科 表現学 単 位 数 ２ 

科 目 表現学 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

 人とコミュニケーションをしたり、組織内で企画をプレゼンテーショ

ンする際などに、どのような表現方法がなされるのか、どのような反応

があるのか、そしてどのような工夫が可能なのかを事例研究や演習を通

して学んでいく。人間社会で必要とされる各種マナーとコミュニケーシ

ョン能力を高め、組織を活性化させる人材を育成することが本科目の目

的である。 

到 達 目 標 

①企業で求められる最低限のマナーについて実践できる。 

②コミュニケーションとその効果について説明できる。 

③場面に応じた効果的な表現方法を提案・実践できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

前期 
３６ 座学 

表現学概論 

 言語コミュニケーション（敬語、普通ことばの遣い方） 

非言語コミュニケーション（外見、表情、姿勢、ジェスチャー、

アイコンタクト、パラ言語等） 

コミュニケーションの基本 

  

コミュニケーション技法 

   

効果的な話し方 

 

各種コミュニケーション  

ライティング 

リスニング 

デザイン 

サイン 

サウンド 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート、課題、ロールプレイ及び参加態度等

を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
 



 

- 11 - 

(No.11） 

区 分 系基礎学科 教 科 流通管理学 単 位 数 ２ 

科 目 販売管理論 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

地場産品をはじめとする材料の調達からはじまり、業者への卸、消費

者への販売チャネルを確保するなど、流通の仕組みを理解した上で、効

果的・効率的に販売を行うことが不可欠である。 

本訓練では、各種販売に必要な知識を身に付け、効果的・効率的な販

売をマネジメントできる人材を育成することが目的である。 

到 達 目 標 
①販売における基礎知識、各種手法が理解できる。 

②マーケティングの観点に立った分析、販売戦略の立案ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

後期 
３６ 座学 

流通の仕組みと役割 

 

仕入と商品計画 

 

計数管理 

 

ストアオペレーション 

 

販売管理の基本業務 

 

経営分析 

 

関係法令 

 

事例研究とテーマ課題 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 『リテールマーケティング３級テキスト＆問題集』早稲田出版 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  

 



 

- 12 - 

(No.12） 

区 分 系基礎学科 教 科 公衆衛生学 単 位 数 １ 

科 目 環境健康論 担 当 職 員 時 間 数 １８Ｈ 

目 的 

組織的な努力によって、疾病を予防し、寿命を延長し、かつ健康と能

率の増進を図る活動である公衆衛生の概要を学び、この活動によって

個々の社会構成員の健康が維持・増進されていることを理解する。 

 あわせて、福島県の環境に大きな影響を及ぼしている放射能に関する

正しい知識を身につけ、人々の生活の質向上のために必要な知識を身に

つけることが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①公衆衛生の基本的な内容を理解できる。 

②事故発生時の具体的な対応法を説明・実行できる。 

③放射能に関する正しい知識を理解し、他者に説明できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

後期 
１８ 座学 

公衆衛生学概論 

公衆衛生の意義と分野 

宿泊客と従業員の衛生／施設の衛生 

疫病とその予防 

 

環境衛生 

化学物質の健康影響 

大気環境と健康 

水環境と健康 

 

放射能と環境 

放射能の正しい理解 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  

 



 

- 13 - 

(No.13） 

区 分 系基礎学科 教 科 簿記及び会計学 単 位 数 ７ 

科 目 簿記・会計学 担 当 外部講師 時 間 数 １２６Ｈ 

目 的 

簿記の理解を通し、あらゆる企業において求められる基礎的な経営管

理や分析力を身に付けると同時に、実現性のある観光商品等を企画でき

るコスト感覚を身に付けることを目的とする。 

到 達 目 標 

①基本的な仕訳ができる。 

②簡単な決算仕訳ができる。 

③財務諸表から企業の経営状況を把握することができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
126 座学 

簿記会計の基本 

企業の簿記、記帳上の注意、貸借対照表の作り方 

純損益の計算、損益計算書、取引について 

仕訳の仕方、転記の仕方、元帳の転記 

資産運用の作成、分記法による記帳、３分法による記帳 

現金、現金過不足、当座預金 

約束手形、為替手形 

有価証券、固定資産、現金出納帳 

貸付金・借入金勘定 

前後金、未収金、立替金と預り金 

仮受・仮払金 

税金の記帳方法、訂正仕訳 

小口現金出納帳、仕入帳、売上帳 

売掛金・買掛金元帳、商品在髙帳 

支払手形記入帳、補助簿相互の関係 

試算表、伝票 

合計残高試算表 

売上原価算出方法、貸し倒れの見積 

費用と収益の繰延、減価償却 

決算修正仕訳、有価証券の評価  

精算表 

評価方法 模擬試験の他、課題、小テスト、受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『日商簿記３級ステップアップ』大原出版 

『日商簿記検定３級模擬問題集』実教出版 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  



 

- 14 - 

(No.14） 

区 分 系基礎学科 教 科 情報処理論 単 位 数 ２ 

科 目 ICT・IoT理論 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

情報技術が進んだ現代社会においては様々な情報が飛び交っており、

利用者はその中から有用で正確な情報を見つけ出し活用するリテラシー

（読み書き）能力が必要である。本科目は、情報の特性を理解し、情報

を活用するために必要な知識と理論について理解を深め、情報機器を有

効に利活用できる技術を身につけることを目的とする。 

到 達 目 標 

①コンピュータネットワーク社会で活動するために必要な情報技術の基

本及び用語を説明できる。 

②コンピュータネットワーク社会におけるルールやモラルについて説明

できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
３６ 座学 

パソコンと周辺機器 
ハードウェア 
ソフトウェア 

 
ネットワーク 
ＬＡＮ、サーバーシステム 
ネットワークの利活用（プリンタ、ファイル） 

  
インターネット 
 インターネットとは 
 ホームページの役割 
メールの利活用 

 
アプリケーションソフト 
ワープロ 
表計算 
プレゼンテーション 

  
コンピュータセキュリティ 
 情報モラル 
情報セキュリティ 
ウイルス 
知的財産権 

 個人情報・プライバシー 
 
ＡＩ・ＩｏＴ基礎理論 
 
デジタル技術の利活用 
 

評価方法 筆記試験の他、訓練中の課題、受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『Ｐ検３級テキスト（Ｐ検合格シリーズ）』Ｐ検事務局 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
 



 

- 15 - 

(No.15） 

区 分 系基礎学科 教 科 安全衛生工学 単 位 数 １ 

科 目 労働安全論 担 当 職 員 時 間 数 １８Ｈ 

目 的 

労働現場において一番大切なのは安全であり、事故の起きない環境を

作ることが重要である。そのような環境を作るために必要となる安全衛

生の基本知識を身に付け、安全管理ができるようになることが本教科の

目的である。 

到 達 目 標 

①安全衛生の意義を理解でき、安全衛生の基礎知識を知っている。 

②安全衛生の基本原則を理解でき、現場での応用力を身につける。 

③安全関連法規が理解でき、各法令の遵守項目を説明できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

後期 
１８ 座学 

労働安全衛生の概要 

 

労働安全衛生の管理 

安全衛生管理／安全衛生管理体制／設備と環境の安全化 

 機材等の危険性と取扱いの注意 

 安全衛生教育／職場規律と安全衛生／整理整頓の手法 

 

災害とその対策 

 防災知識 

 緊急処置／救急処置 

 

職業病とメンタルヘルス 

 労働環境と職業病 

 ワークライフバランス 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  

 



 

- 16 - 

(No.16） 

区 分 系基礎学科 教 科 関係法規 単 位 数 ２ 

科 目 観光関連法規 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

観光は裾野の広い産業であるため、関連する各種法規の概要について

それぞれの専門家から学び、法令遵守も考慮した実現性の高い観光の企

画提案ができる人材育成が本科目の目的である。 

到 達 目 標 
①観光に関係する各種法規についての概要が理解できる。 

②旅行業務取扱管理者における各種約款について理解できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

前期 
３６ 座学 

法律概論 

  

旅行業法及びこれに基づく法令  

法の目的・定義、登録、営業保証金 

管理者、料金、取引条件、外務員、広告、標識等 

旅程管理、禁止行為、代理業、取消 

旅行業協会、禁止行為と罰則  
  
標準旅行業約款 

募集型企画旅行契約 

受注型企画旅行契約 

特別補償規程 

手配旅行、旅行相談、渡航手続 
  
運送・宿泊約款 

国内航空旅客運送約款 

一般貸切旅客自動車運送運送約款 

フェリー標準運送約款 

モデル宿泊約款 
  
その他の観光関連法規 

観光立国推進基本法、旅館業法、 

道路法、都市計画法、商法 

景観法、野外広告物法 

評価方法 筆記試験の他、受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『旅行業法及びこれに基づく命令』ＪＴＢ総合研究所 

『旅行業約款 運送・宿泊約款』ＪＴＢ総合研究所 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.17） 

区 分 専攻学科 教 科 ホテル経営学 単 位 数 ２ 

科 目 宿泊マネジメント論 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

ホテル・旅館に代表される宿泊業をはじめ、多種多様な観光ビジネス

の経営特性を理解し、経営・マネジメントへの理解を深めることを目的

とする。 

到 達 目 標 
①宿泊業の経営とその特性について理解できる。 

②宿泊業におけるマネジメントの基礎について理解できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 

１８ 

 

職員 

座学 

宿泊産業の概要と特色 

  

宿泊産業の歴史 

 

宿泊産業の動向 

 

宿泊産業と経営 

 

宿泊産業における各種業務 

１８ 

 

講師 

宿泊産業におけるマネジメントの現状と課題 

宿泊業界を取り巻く環境 

宿泊業における収入（売上）・経費のケーススタディ 

 サービスのマネジメント 

 人事管理と教育 

ＣＳ（顧客満足）と経営 

宿泊業の社会的役割について 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート及び受講状況を総合的に勘案して評価

する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.18） 

区 分 専攻学科 教 科 サービス理論 単 位 数 ２ 

科 目 サービス実務論 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 
サービス業における実務のベースとなる「ビジネス人としての基礎知

識・能力」について、サービス接遇検定を題材にして習得する。 

到 達 目 標 

①職場で求められるビジネス知識の基礎が理解できる。 

②基礎知識をベースにサービスの現場で正しい判断・対応ができる。 

③よりよいサービスについて、自ら考え研究することができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

後期 
３６ 座学 

サービス実務の基本 

ビジネスに必要とされる資質 

職務に対する心構え 

 

マナー・接遇 

マナー・接遇の基礎 

 

サービス分析の基礎理論 

サービス理論の基礎理解 

 

サービス実務の各種技能 

各種技能の概要理解 

 

観光産業におけるサービス業務 

観光産業におけるサービス実務の特性 

 

サービスの行動科学 

サービス分析の基礎理論 

事例研究、グループワーク 

評価方法 筆記試験の他、受講状況等を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
原田昌洋『１回で受かる！サービス接遇検定２級・３級 テキスト&問題

集』成美堂出版 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.19） 

区 分 専攻学科 教 科 サービス理論 単 位 数 ４ 

科 目 旅行実務論 担 当 職 員 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 
旅行業で必要となる実務知識を習得し、旅行業務管理者としてふさわ

しい技能を身に付けることが本目的である。 

到 達 目 標 

①旅行実務の概要を説明できる。 

②交通機関の運賃計算ができる。 

③旅行実務に必要な国内旅行地理が説明できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

前期 
７２ 座学 

旅行実務の概要 

  

交通機関の運賃・料金 

ＪＲ 

航空 

貸切バス 

フェリー 

  

国内旅行地理 

北海道 

東北 

関東 

中部 

近畿 

中国 

四国 

九州 

沖縄 

評価方法 筆記試験の他、受講状況等を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 

『国内運賃・料金』ＪＴＢ総合研究所 

『国内観光地理』ＪＴＢ総合研究所 

『すぐに役立つ国内旅行地理ベーシック300+α』ＪＴＢ総合研究所 

『旅に出たくなる地図 日本』帝国書院 

『U-CANの国内・総合旅行業取扱管理者速習レッスン』自由国民社 

『科目別速習問題集』ＪＴＢ総合研究所 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.20） 

区 分 専攻学科 教 科 観光論 単 位 数 ２ 

科 目 観光概論 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 
観光に対する意識を高めるとともに、その重要性を理解する。また、

観光の意味や意義、効果等、観光に関する基礎的知識を習得する。 

到 達 目 標 

①観光の定義、動機、意味等が理解できる。 

②観光商品の特徴を理解できる。 

③観光産業の役割や効果を理解できる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
３６ 座学 

観光の概要 

 観光の定義、意味、歴史 

国民の観光に関する動向と実態 等 

観光資源 

 観光資源の評価のあり方と実態 等 

観光資源の保護・保全（自然公園、世界遺産、産業遺産 等） 

観光の形態 

 自然観光、歴史観光、都市観光、温泉観光 等 

観光施設 

 テーマパーク、宿泊施設、物販施設 等 

観光商品 

 食の魅力、特産品、イベントの企画・開催 等 

観光の雇用・経済効果 

 雇用効果、経済波及効果 等 

観光と自然環境・社会文化 

 世界遺産、国立公園、国定公園、海域公園 

 重要伝統的建造物群保存地区、その他の登録・選定・名勝 

 郷土文化、祭り、鉄道、空港 

評価方法 
筆記試験の他、レポート・課題及び受講状況を総合的に勘案して評価す

る。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 
国土交通省観光庁編『観光白書』観光庁 

その他、担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.21） 

区 分 専攻学科 教 科 観光論 単 位 数 ３ 

科 目 地域学 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ５４Ｈ 

目 的 

観光に係る事業を展開する上で、まず大切なのは、その地域をよく知

ることである。本科目では、観光で必要となる福島県及び会津地域の知

識を習得することにより、実際の事業企画に地域の知識を活かすことの

できる人材を育成することを目的とする。 

到 達 目 標 

①観光に携わる者が必要な、地域に関する知識の範囲を理解することが

できる。 

②福島県及び会津地域の知識を、観光に役立つ範囲で把握し、活用する

ことができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 

１８ 

 

職員 

座学 

ＦＷ 

福島県の歴史・地理・文化等 

 地域の概要把握 

自然資源の利活用と環境保全 

会津エリアを中心とした自然資源（国立公園等）の理解 

１年 

後期 

３６ 

 

講師 

会津の歴史と文化 

１）会津史入門 

会津の流域（地理、気候、道、火山） 
森の日本文明（時間軸、縄文カレンダー、縄文の８文明原理） 
弥生時代（特色、縄文と弥生の比較、時代区分） 
会津の古墳時代（古墳の分布、前方後円古墳の意義） 
仏都会津の燭光（仏教の渡来、群郷・荘園） 
武士の時代の形成（鎌倉武士、至徳元年黒川城下、守護大名） 
戦国時代から戦のない時代へ（領主の変遷） 

幕藩体制（江戸時代の会津藩、くらし、戊辰戦争） 
近代化とは（明治・大正・昭和、平成） 

２）会津文化入門 

会津の年中行事 

（春：特長 暦 二十四節気、夏：山開き<山じまい>自然との接
し方、秋：風俗帳の｢地方作法｣、冬：盆と正月の構造） 
文化財（有形：国宝 仏像･寺社建築･民家の間取り、無形：さ
いの神･お田植え祭り 徳一 天然記念物） 
言学（地方語 山口弥一郎の民俗学の三分類） 
心意論（神神習合 神仏習合 修験） 
土産論（郷土食 民芸品 いいとこどりとこだわりの文化） 

評価方法 訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
簗田直幸『一万年の会津の歴史』ＮＰＯ法人会津の文化づくり 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.22） 

区 分 専攻学科 教 科 観光論 単 位 数 ４ 

科 目 観光地域創造論 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

より魅力ある地域を創造していくための様々な手法や特徴を理解し、

今後の地域づくりや観光振興を新たな視点で考えることのできる能力を

身に付けることが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①観光振興の各種技法や地域の特性を生かした活性化手法について理解

できる。 

②東日本大震災と復興に向けた動向について説明できる。 

③今後の観光を新たな視点で考えることができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 
７２ 座学 

観光振興の各種技法 

観光まちづくりの概要 

景観と観光 

着地型観光 

人づくり 

食文化・特産品開発 

フィルムコミッション 

 

地域の特性を生かした地域活性化 

 地場産業と地域活性化 

中心商店街の活性化 

中山間地域の活性化（農業と過疎問題、棚田オーナー制度） 

 

持続可能な観光地運営 

 ＳＤＧｓと観光地の対応 

 

地域の復興とこれからの観光に期待されるもの 

 東日本大震災からの復興に向けた各種動向（ホープツーリズム） 

評価方法 
筆記試験の他、レポート・課題及び受講状況を総合的に勘案して評価す

る。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 
国土交通省観光庁編『観光白書』観光庁 

その他、担当がその都度、指示する。 

その他  
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 (No.23） 

区 分 専攻学科 教 科 調理理論 単 位 数 １ 

科 目 フードデザイン 担 当 外部講師 時 間 数 １８Ｈ 

目 的 

 本科目では、調理技術に関する原理・理論を中心に、調理の目的や意

義について理解を深めていく。他の食品・調理に関する科目とも関連さ

せて、食品（特に会津）についての基礎的な知識・技術を備え、それら

を伝達したり、また新たに発展させていくことができる人材の育成が目

的である。 

到 達 目 標 

①調理の基礎的な原理が理解できる。 

②調理の基本技術を理解できる。 

③献立の作成・提案ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 
１８ 座学 

調理の基本 

調理概論／調理の基本技術／調理科学／調理の設備と器具 

 

料理の種類と特徴 

  料理の種類 

 

コスト計算とレシピ作成 

献立作成の基本的知識 

 

食材の見分け方と購入の実務 

  茶菓、酒、アレルギー対応 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 
『新版フードコーディネーター教本』柴田書店 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.24） 

区 分 専攻学科 教 科 販売企画論 単 位 数 ２ 

科 目 マーケティング 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

商品の企画から販売に至るまでのプロセス（マーケティング）につい

て、観光に関連する企業や商品に特化した事例研究を用いて、理解を深

めることが本目的である。 

到 達 目 標 
①マーケティングの基本的な流れを説明できる。 

②マーケティングに基づいた企画提案、企業分析ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 
３６ 座学 

マーケティングの基本 

 マーケティングとは何か？ 

マーケティング・コンセプト 

マーケティング・ミックス（４Ｐ） 

マーケット・イン／プロダクト・アウト 
 
ターゲット 

購買意思決定プロセス（ＡＩＤＭＡ、ＡＩＳＡＳ） 

セグメンテーション 

ポジショニング 
 
市場分析 

マーケティングリサーチ 

SWOT分析 
 
商品開発（Product） 

 ブランド戦略 
 
価格設定（Price） 

 消費者心理と価格戦略 
 
販売チャネル（Place） 
 
セールスプロモーション（Promotion） 

 プッシュ戦略とプル戦略 
 
デジタルマーケティング 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 
『リテールマーケティング３級テキスト＆問題集』早稲田出版 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.25） 

区 分 専攻学科 教 科 販売企画論 単 位 数 ２ 

科 目 営業企画論 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

観光に代表される不定形なサービス商品は扱う人によって商品の価値

が決まる。そこで商品価値を高める手法として、企業の渉外営業活動を

参考に理論と実践を習得する。訓練では不定形観光サービス商品の特徴

を理解しながら、渉外営業時に必要とされる課題解決型提案方法や効果

的な接遇手法を習得し、商品価値を高めることができる人材を目指す。 

到 達 目 標 
①販売促進計画を具体的に実践することができる。 

②顧客に応じた営業企画を実践することができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

後期 
３６ 座学 

課題解決型営業の技法 

不定型なサービス商品の特徴について 

お客様目線とは何か？ 

営業活動に必要な心理戦略とは？ 

見込み客を顧客にするためには？ 

営業活動における基本と心構え 

営業活動に関する具体的手法と事例研究 

課題解決型提案内容の作成 

課題解決型提案のプレゼンテーション 

評価方法 
筆記試験の他、座学、討論、課題作成、レポート、プレゼン等の発表内

容を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.26） 

区 分 専攻学科 教 科 食品学・食品衛生学 単 位 数 １ 

科 目 食文化論 担 当 外部講師 時 間 数 １８Ｈ 

目 的 

 本科目では、人間が生きていくために欠かすことのできない食品につ

いて、機能的な側面と文化的な側面の両方から学んでいく。他の食品・

調理に関する科目とも関連させて、食品（特に会津）についての基礎的

な知識・技術を備え、それらを伝達したり、また新たに発展させていく

ことができる人材の育成が目的である。 

到 達 目 標 
①食品に関する機能的、文化的な意味について説明できる。 

②郷土の食品、食文化について説明できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 

 

１８ 座学 

食品学概論 

  食品化学／食品微生物の種類と利用／食物史 

 

食品衛生学概論 

 

食品の加工と保存 

 

食品表示 

 

世界の食文化 

  各地の食文化の特徴 

 

和食の特性 

概要の把握／地方ごとの特徴 

 

会津地域等の県内の食文化 

  会津の食文化と特徴ある献立の理解 

評価方法 
筆記試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 
『新版フードコーディネーター教本』柴田書店 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.27） 

区 分 専攻学科 教 科 施設・設備管理学 単 位 数 ２ 

科 目 観光施設管理論 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 
最先端の取り組み事例を通じて、ハードウェア部分のホスピタリティ

の重要性について理解することを目的とする。 

到 達 目 標 

①施設管理の重要性を説明できる。 

②利用者本位のしつらえについて説明できる。 

③地域における施設管理の課題を見出し、改善案を提案できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 
３６ 座学 

観光産業における施設・設備 

建築計画 

電気／照明・音響／空調／給水排水設備 

昇降施設／ゴミ処理／駐車場施設／庭園 

クリーンネス 

利便性とアメニティ／ユニバーサルデザイン 

維持管理と耐用年数／リノベーション 

バックヤードの管理 

消防法、防災計画 

レジャー施設等の管理 

評価方法 
筆記試験の他、座学、討論、課題作成、レポート、プレゼン等の発表内

容を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.28） 

区 分 専攻学科 教 科 インバウンド概論 単 位 数 ２ 

科 目 インバウンド概論 担 当 職 員 時 間 数 ３６Ｈ 

目 的 

観光関連産業においては、近年増加している外国人旅行客（インバウ

ンド）への対応が急速に求められており、その重要性と国・地域ごとに

異なる特性やアプローチ方法を理解し、適切なサービスを提供するため

の知識を身に付けることが本教科の目的である。 

到 達 目 標 

①訪日外国人旅行客誘致の歴史を説明できる。 

②インバウンド市場の特性を説明できる。 

③外国人旅行客の国・地域別のマーケット特性を説明できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 ３６ 座学 

 

訪日外国人旅行客誘致の歴史 

近代化と国際観光 

海外旅行自由化とインバウンド 

観光庁の発足とインバウンド 

 

インバウンド市場の現状と今後の取り組み 

 外国人旅行客の概況 

政府観光局 

ビジットジャパンキャンペーン 

通訳案内士制度 

関連産業の動向 

 

外国人旅行客の国・地域別のマーケット特性 

 韓国 

台湾 

中国 

ＡＳＥＡＮ 

欧米圏 

イスラム圏 

 

評価方法 レポート・課題、受講状況等を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『観光学基礎』ＪＴＢ総合研究所 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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 (No.29） 

区 分 系基礎実技 教 科 情報処理実習 単 位 数 ４ 

科 目 情報処理実習 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

情報化社会に対応するＩＴ機器やソフトウェアを操作し、必要な情

報を有効に活用しながら、各種ドキュメントの作成や表計算、プレゼ

ンテーション資料など、観光実務に必要とされる文書等を的確に作成

する技術を身につけることが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①ＰＣを使用して基本的な情報の収集、整理ができる。 

②Word/Excel/PowerPointの基本的な操作ができる。 

③観光情報を魅力的に表現するための基本技術を身につける。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
７２ 実習 

パソコン及び周辺機器の基本操作法 

本校のシステム利用について／インターネット利用の基本 

メールの利活用／ブログによる情報発信 

周辺機器の操作方法 

各種データの取扱い 

ネットワークの活用 

 

アプリケーションソフトの操作方法 

ワープロソフトOffice Wordの利活用 

  文字、段落の書式設定／グラフィックの利用／ 

  表の作成と編集／文書の印刷／SmartArtの利用 

  他のアプリケーションソフトとの連携 

表計算ソフトOffice Excelの利活用 

 表作成の基礎／表の編集／数式と関数／グラフの作成／ 

  ワークシートの操作／印刷／関数とデータの分析 

  グラフの応用／データベース機能 

プレゼンテーションソフトOffice PowerPointの利活用 

  スライドの基本操作／プレゼンテーションの作成／ 

  整列した図を描く／オブジェクトの挿入／ 

  スライドショーと特殊効果／資料の作成と印刷 

評価方法 レポート・課題・実技及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『Microsoft Office 基本演習』日経ＢＰ社 

『Ｐ検３級テキスト（Ｐ検合格シリーズ）』Ｐ検事務局 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.30） 

区 分 系基礎実技 教 科 情報処理実習 単 位 数 ４ 

科 目 ＷＥＢﾃﾞｻﾞｲﾝ実習 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

インターネットに代表されるネットワークシステムでは、様々なコ

ンテンツや機能を持つサイトが存在している。その代表的な機能やコ

ンテンツについて理解し、利用者の立場での使いやすさに配慮しなが

ら、魅力あるサイトやコンテンツを作成・構築し、発信する技術を身

につけることが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①観光ビジネスにインターネットを活用することができる。 

②ＷＥＢサイトの仕組みを理解し、簡単なサイト作成と、業務発注を

担当することができる。 

③魅力あるコンテンツを最適な方法で作成・発信し、ＳＥＯ対策を施

すことができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 
７２ 実習 

ＷＥＢサイトの企画設計 

ＷＥＢシステムの概要理解 

（ＨＴＭＬ／ＣＳＳ／ＣＭＳ／ＳＥＲＶＥＲ／ＣＧＩ） 

サイト構築のための企画設計技法 

セキュリティ 

ＳＥＯ対策 
 
デジタルコンテンツの作成 

 画像・動画の活用方法 

各ファイル形式と特性 

画像・動画の編集 
 
魅力あるデザイン 

デザインの基本 

レイアウト 

配色 
 
ＳＮＳ等の利活用 

 ＳＮＳ等による情報発信 

評価方法 レポート、実技、課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.31） 

区 分 系基礎実技 教 科 接客サービス実習 単 位 数 ４ 

科 目 ホスピタリティ実習 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

本科目では、接客サービスにおいて求められる基本的な技術を実習に

より習得する。また、近年外国人観光客から再評価されている和式礼法

について、専門家による指導を行う。広い意味での観光において想定さ

れる様々な場面において、実習の経験を踏まえて臨機応変に動ける人材

の育成が目的である。 

到 達 目 標 

①接客の基本、サービス技術を理解・実践できる。 

②和式礼法についての基礎を理解できる。 

③チーム、組織レベルでサービスの改善や提案ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

前期 

３６ 実習 

接客サービスの基本 

和式礼法 

 礼 

 美しい立ち居振る舞い 

 訪問と応接の心得と実際 

 折形礼法 

客の心理と接遇 

接遇サービスのテクニック 

１８ 実習 

接客の基本 

 電話応対のマナー 

 クレーム対応 

言葉（敬語）の遣い方 

言葉遣い・国語力 

会話のマナー 

職場のマナー 

ビジネスマナーの基本 

１８ 
実習 

ＦＷ 

茶道 

基本的作法の習得 

評価方法 レポート・課題・実技及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.32,33） 

区 分 系基礎実技 教 科 安全衛生作業法 単 位 数 ４ 

科 目 安全ｸﾚﾝﾘﾈｽ実習Ⅰ･Ⅱ 担 当 職 員 時 間 数 
１年３６Ｈ 

２年３６Ｈ 

目 的 

クレンリネスとは「清潔を維持すること」であり、サービス提供に伴

う安全衛生に関する知識を活用し、施設の安全、清潔を保持するための

手法を身に付けることが本教科の目的である。 

到 達 目 標 

①サービス提供施設における安全、清潔保持を率先して行うことができ

る。 

②施設の安全、清潔の保持を通じて、主体的な施設の維持管理を行うこ

とができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

２年 

 

通年 

１年

３６ 

 

２年

３６ 

実習 

観光産業における安全衛生に関する知識 

 整理整頓と清掃 

 清潔（クレンリネス）の保持 

 防災に関する知識 

 

安全作業 

機械等の安全な取扱 

 

危険個所の点検 

 機械等の危険性の有無についての点検及び保守 

 

衛生作業 

整理整頓と清掃 

 清潔の保持 

 

応急処置 

災害発生時の応急処置 

 

救急処置 

災害発生時の連絡､通報､消火及び避難 

評価方法 課題、実技、受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 特になし。 

参考文献 特になし。 

その他  
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(No.34） 

区 分 専攻実技 教 科 サービス実習 単 位 数 ６ 

科 目 地域観光実習 担 当 職 員 時 間 数 １６０Ｈ 

目 的 

観光者の行動パターンについて把握し、観光者のニーズと地域の観光

資源とを照らし合わせた上で、より満足度の高い観光行動のあり方を提

案できるノウハウや素養を習得することを目的とする。 

到 達 目 標 

①地域における観光のパターンを把握し、その特性を説明できる。 

②地域や観光者、事業者にとって望ましい観光行動のパターンを考察す

ることができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
149 

実習 

ＦＷ 

フィールドワークの基本 

 

観光資源の調査・評価 

会津若松、喜多方エリア（市街地観光） 

猪苗代・裏磐梯エリア（体験型観光） 

会津農村部（グリーン・ツーリズム） 

中通りエリア（温泉地観光、観光施設） 

浜通りエリア（テーマパーク、水族館） 

奥会津エリア（中山間地の振興） 

県外での先進事例（世界遺産等） 

 

新たな観光の潮流 

 新たな視点による観光企画開発の理解 

評価方法 レポート、実技、課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他 

調査やグループワークが中心となるので、受講者の主体的な姿勢が求め

られる。実態に即した学習を進めるため、自治体、団体、事業者等と積

極的に連携し訓練を進める。 
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(No.35） 

区 分 専攻実技 教 科 サービス実習 単 位 数 ４ 

科 目 旅行業務実習Ⅰ 担 当 職 員 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 
旅行業で必要となる実務知識を活用し、旅行業務管理者としてふさわ

しい技能を身に付けることが本目的である。 

到 達 目 標 

①基本的な旅行実務を実践できる。 

②交通機関の運賃計算ができる。 

③国内旅行地理を活用した旅行案内ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

前期 
７２ 

実習 

ＦＷ 

観光関連法令と業務の実際 

概要の把握と実践演習 

交通ターミナル機能の把握 

 

交通機関の運賃・料金計算演習 

ＪＲ 

航空 

貸切バス 

フェリー 

 

観光資源の案内業務 

全国各地の主要観光資源 

身近な地域の案内ガイド技術 

評価方法 筆記試験の他、受講状況等を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 

『国内運賃・料金』ＪＴＢ総合研究所 

『国内観光地理』ＪＴＢ総合研究所 

『すぐに役立つ国内旅行地理ベーシック300+α』ＪＴＢ総合研究所 

『旅に出たくなる地図 日本』帝国書院 

『U-CANの国内・総合旅行業取扱管理者速習レッスン』自由国民社 

『科目別速習問題集』ＪＴＢ総合研究所 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.36） 

区 分 専攻実技 教 科 サービス実習 単 位 数 ４ 

科 目 旅行業務実習Ⅱ 担 当 職 員 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 
添乗業務で必要となる実務知識を習得し、旅程管理者としてふさわし

い技能を身につけることが本目的である。 

到 達 目 標 

①旅程管理の概要を説明できる 

②国内外におけるツアーコンダクターの実務ができる。 

③事故・トラブルについて対応できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 
７２ 

実習 

ＦＷ 

旅程管理の概要 

旅行添乗実務 

  

旅程管理の基本業務 

 

添乗準備 

 

ツアー添乗の実際 

 

事故とトラブルへの対応 

事例研究 

 

ユニバーサルサービス 

 障がい者、高齢者、その他特別な配慮を要する者への対応 

評価方法 レポート、実技、課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『ツアーコンダクター入門』ＪＴＢ総合研究所 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.37） 

区 分 専攻実技 教 科 サービス実習 単 位 数 ４ 

科 目 料飲業務実習 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 
洋食のテーブルセッティングと給仕をとおして、お客様へのもてなし

の気持ちが伝わるサービスマナーを習得することを目的とする。 

到 達 目 標 
①フルコースディナーのテーブルセッティングができる。 

②フルコースディナーの給仕と接客ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年

後期 
７２ 実習 

接客サービスの基本 

身だしなみ 

表情・動作・ふるまい 

言葉遣い 

商品知識 

情報案内 

 

レストランサービス 

準備 

客席案内 

注文 

テーブルサービス 

調理仕上げ 

予約・解約 

メニュー管理 

サービスマナー 

国際習慣 

チームワーク 

 

魅力ある会場演出の技法 

評価方法 
定期試験の他、レポート、実技、課題及び受講状況を総合的に勘案して

評価する。 

テキスト 

『フードコーディネーター教本 3級』柴田書店 

『基礎からわかるレストランサービススタンダードマニュアル』職業訓練教材研究会 

『西洋料理料飲接遇サービス技法』職業訓練教材研究会 

その他、担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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 (No.38） 

区 分 専攻実技 教 科 サービス実習 単 位 数 １２ 

科 目 観光ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ実習 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ２１６Ｈ 

目 的 

本科目は、実際に地域を見て歩き、その魅力を活かした観光企画を実

践することにより、地域資源を活かした観光プロデュースの手法を身に

付けることが目的である。 

特に着地型観光（受け入れ側が主体的に観光企画をつくり、情報を発

信し、お客様の受け入れを行うこと）の重要性が叫ばれる中で、学生な

らではの視点を活かした観光企画を実際に試作し、実践することを通し

て、プロデュース能力を総合的に高めていくこととしたい。 

到 達 目 標 
①地域資源を活かした観光商品の企画立案と実践ができる。 

②顧客に対して魅力ある案内やプレゼンテーションができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 

１４４ 
実習 

ＦＷ 

新たな観光資源の発掘 

学生ならではの視点を活かし、地域の観光資源について、現地調

査により検討を行う。 

観光商品の設計 

地元学生ならではの視点を活かして、新たな魅力を提案するツア

ーの検討を行う。 

観光商品化の実践 

学生が設定したターゲットを対象にツアーの実証実験を行い、参

加者の意見を聴取する。 

観光商品化に際しての課題 

モニターツアーを踏まえて実現への課題を検討し、企画内容をブ

ラッシュアップした上で、旅行業者等への提案、パンフレット・

インターネット等による情報発信について検討を行う。 

７２ 
実習 

ＦＷ 

新たな観光資源の発掘 

観光商品化の実践 ～事例研究～ 

マイクロツーリズムへの対応 

 地域資源を活かして観光プロデュースに活かしていく技法につい

て、先進的な取り組みから学ぶ。 

評価方法 レポート、実技、課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他 
「ふくしま観光復興人材育成事業」により、県内の先進的な取り組みを

カリキュラムに取り入れて、実習を行う。 
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(No.39） 

区 分 専攻実技 教 科 企画及び宣伝実習 単 位 数 ５ 

科 目 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ実習 担 当 職員・外部講師 時 間 数 １０８Ｈ 

目 的 

宿泊業や旅行業をはじめとした観光産業や広くサービス分野において

は、魅力ある情報を組み立て、発信していく企画及び宣伝のための技術

習得が欠かせない。 

また、デジタル社会の今日においては、ＡＩ・ＩｏＴをはじめとする

ＩＣＴ技術を駆使し、より効果的な宣伝プロモーションを打っていく必

要があり、これらの技能を習得していくことが本教科の目的である。 

到 達 目 標 

①サービス分野で求められる魅力ある宣伝手法について、様々な情報媒

体を活用し、効果的なＰＲ企画を立案することができる。 

②デジタル社会に対応した魅力ある宣伝コンテンツを作成し、情報発信

することができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 
108 実習 

広報の基本 

広報の基礎 

魅力あるコンテンツの作成 

様々な広報媒体 

コピーライティング技法 

パブリシティ手法 
 

デジタル技術を活用したプロモーション 

魅力あるデジタルコンテンツの作成技法 

ＶＲ等のデジタルコンテンツを活用したプロモーション 

ＳＮＳ等を活用したプロモーション 
 

プロモーション企画の実践 

イベント管理技術の習得 

イベントでの実践 

先進事例研究 

商品説明・物品販売の技法 

評価方法 課題、実技、受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.40） 

区 分 専攻実技 教 科 調理実習・食品実験 単 位 数 ４ 

科 目 フードコーディネート 担 当 職員・外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

食品系科目で習得した知識や技術の延長として、実際に飲食業を営

む専門家の指導や、専門的な調理施設（酒蔵、会津野菜、会津地鶏等

の生産現場）を見学し、実践的な調理技術を習得する。 

到 達 目 標 
①会津の郷土料理全般の調理ができる。 

②料飲業界の基本的な構造を理解できる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

前期 
７２ 

実習 

 

ＦＷ 

調理の基本技術 

 

料理の盛りつけと食器 

 

会津等の郷土料理 

会津の地場食材と調理 

季節に応じた献立ともてなし 

 

店舗のオペレーション 

  会場演出／郷土文化を活かした店舗経営とプロデュース手法 

評価方法 レポート、課題、実技、受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 
『新版フードコーディネーター教本』柴田書店 

その他、担当がその都度、指示する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.41） 

区 分 専攻実技 教 科 外国語会話 単 位 数 ４ 

科 目 観光英会話 担 当 外部講師 時 間 数 ７２Ｈ 

目 的 

外国人観光客の増加・影響が著しい観光産業において、各種業務遂行

に求められる英語によるコミュニケーション能力の基礎を身に付けるこ

とが本科目の目的である。 

到 達 目 標 

①英語による基礎的なコミュニケーションができる。 

②外国人観光客に対して臆せずにできる限りのコミュニケーションがで

きる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 
７２ 実習 

サービス用語・観光案内、メニュー関係用語 

観光地、観光施設内で想定される会話ロールプレイイング 

 

実用英会話 

 様々な場面でより密なコミュニケーションを図るための演習 

 

諸外国の文化や習慣 

 英語圏における文化・習慣の特徴と日本との違い 

 映像資料による学習 

 実習場を活用した文化体験実習 

評価方法 
定期試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 『Chat Diary 英語で３行日記』アルク 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.42） 

区 分 専攻実技 教 科 外国語会話 単 位 数 ４ 

科 目 韓国語会話 担 当 外部講師 時 間 数  ７２Ｈ 

目 的 

外国人観光客の増加・影響が著しい観光産業において、各種業務遂行

に求められる韓国語によるコミュニケーション能力の基礎を身に付ける

ことが本科目の目的である。 

到 達 目 標 ①韓国語による基本的な接遇及びコミュニケーションができる。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

通年 
７２ 

座学 

実習 

ネイティブ発音ヒアリング及び発音練習 

韓国語の発音について 

  声調、母音、子音 

 

一般的な韓国語での表現 

韓国語のあいさつ 

  自己紹介、質問、形容表現、動詞、数字表現 

 

日常での会話・各場面での会話 

韓国語の各種観光施設における会話 

  飛行機、空港、ホテル、レストラン、交通機関、買い物、病院、

電話、その他、観光に関係するシチュエーション 

 

韓国語圏の文化や習慣 

 映像や各種資料による学習 

 レポート等の各種制作課題 

評価方法 
定期試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.43） 

区 分 専攻実技 教 科 外国語会話 単 位 数 ４ 

科 目 中国語会話 担 当 外部講師 時 間 数  ７２Ｈ 

目 的 

外国人観光客の増加・影響が著しい観光産業において、各種業務遂行

に求められる中国語によるコミュニケーション能力の基礎を身に付ける

ことが本科目の目的である。 

到 達 目 標 ①中国語による基本的な接遇及びコミュニケーションができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 
７２ 

座学 

実習 

ネイティブ発音ヒアリング及び発音練習 

中国語の発音について 

  声調、母音、子音 

 

一般的な中国語での表現 

中国語のあいさつ 

  自己紹介、質問、形容表現、動詞、数字表現 

 

日常での会話・各場面での会話 

中国語の各種観光施設における会話 

  飛行機、空港、ホテル、レストラン、交通機関、買い物、病院、

電話、その他、観光に関係するシチュエーション 

 

中国語圏の文化や習慣 

 映像や各種資料による学習 

 レポート等の各種制作課題 

評価方法 
定期試験の他、訓練中のレポート・課題及び受講状況を総合的に勘案し

て評価する。 

テキスト 『大学生のための初級中国語』白帝社 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.44） 

区 分 専攻実技 教 科 インバウンド実習 単 位 数 ３ 

科 目 インバウンド実習 担 当 職 員 時 間 数 ５４Ｈ 

目 的 

ふくしまの観光の価値について、海外も含めた様々な誘客市場に実際

に出向き、お客様視点から福島の魅力を発見するための調査を行う。 

現在、観光の価値観が多様化する中で、既存の概念にとらわれない、

新たな観光資源の発掘が求められており、本実習を通じて、ふくしまの

観光の問題点や可能性を把握し、より効果のある誘客宣伝や新たな企画

の提案・発信を行う。 

到 達 目 標 

①首都圏における外国人旅行客の特性を理解し、適切な誘客宣伝ができ

る。 

②インバウンドマーケットの特性を理解し、適切な誘客宣伝ができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

後期 
５４ 

実習 

ＦＷ 

誘客ツールの作成 
 
ＩＴ・外国語も活用したプレゼンテーション誘客市場の理解 
 
（１）国内観光地での外国人旅行客の動向 

事前学習・調査（福島県の海外観光戦略､訪日観光客の動向） 

現地調査 

実施結果のまとめ、発表準備 

（２）外国人の特性を理解し、現地でＰＲする 

事前準備（パスポート申請等） 

事前学習 

現地における調査実施項目の策定 

現地調査 

実施結果のまとめ、報告書作成 

評価方法 レポート、実技、課題及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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 (No.45） 

区 分 専攻実技 教 科  単 位 数 ５ 

科 目 企業実習 担 当 職 員 時 間 数 ９０Ｈ 

目 的 
就業体験を通じて、訓練だけでは補えない業界において必要とされる

常識や技能を認識し、観光業界が求める人材となることを目的とする。  

到 達 目 標 

①観光の現場において求められる高度な知識や技術を体感し、観光業界

に必要な知識や技術を理解する。 

②就業体験を通じて、業界に必要な人材のあり方を理解する。 

時期 時間 形式 内 容 

１年 

後期 
９０ 実習 

企業実習の意義と心構え 

 

企業研究 

 

企業実習（インターンシップ） 

 事前準備 

 企業での研修 

 ふりかえり、まとめ 

評価方法 
インターンシップ実習評価表及びレポート、受講状況等を総合的に勘案

して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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(No.46）  

 

区 分 専攻実技 教 科  単 位 数 １３ 

科 目 卒業研究 担 当 職 員 時 間 数 ２４６Ｈ 

目 的 
本学科の集大成として、観光企画の設計、開発、提案を総合的に実践

する能力を育成することが本教科の目的である。 

到 達 目 標 

①各々の課題をもとに実習計画書の作成ができる。 

②各々の課題をもとに主体的に調査研究を行い、観光企画の設計、開発、

提案をすることができる。 

③ターゲットに対して魅力あるプレゼンテーションができる。 

時期 時間 形式 内 容 

２年 

通年 
２４２ 

実習 

ＦＷ 

実習計画書の作成 

 テーマの設定と研究方法 

 

各種調査・研究 

 文献調査 

 現地調査 

 ヒアリング調査 

 

テーマ別研究（観光プロデュースに係る調査研究） 

 観光企画の設計、開発、提案 

 実施内容の評価 

 

卒業研究発表会の実施 

 口頭発表 

 ポスターセッション 

 要旨集の編集・発行 

評価方法 研究成果及び受講状況を総合的に勘案して評価する。 

テキスト 担当が独自に準備する。 

参考文献 担当がその都度、指示する。 

その他  
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